
（２）令和２年度上水道事業予算について
水道事業
収益的収入及び支出
（３条予算）

予定額 1,550,811千円

営業収益

1,375,469千円

88.7%

営業外収益

174,332千円

11.2%

特別利益

1,010千円

0.1%

令和２年度
予算額（千円）

令和元年度
予算額（千円）

増減
（千円）

営 業 収 益 1,375,469 1,361,456 14,013

営業外収益 174,332 180,120 △5,788

特 別 利 益 1,010 1,010 0

合 計 1,550,811 1,542,586 8,225

【資料２‐２】

●収益的収入は営業収益・営業外収益・
特別利益で構成されています。収入の
約9割を営業収益が占めています。
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受取利息及び配当金

850千円

0.5%

雑収益

5,038千円

2.9%
消費税還付金

6,991千円

4.0%

長期前受金戻入

161,453千円

92.6%

水道事業 営業収益の構成

給水収益

1,359,778千円

98.8%

他会計繰入金

14,348千円

1.1%

受託工事収益

1,000千円

0.1%

その他営業収

益

343千円

0.0%

水道事業 営業外収益の構成

●営業収益
営業収益の約99％が水道料金となって
おり、次に消火栓の管理料である他会計
繰入金となっています。

●営業外収益
営業外収益の約93％が長期前受金戻入
となっています。

※長期前受金戻入・・償却資産の取得または
改良に伴い交付される補助金などについ
ては「長期前受金」として負債（繰延収益）
に計上し、減価償却見合分を収益化して
いる ものです。
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水道事業 特別利益の構成

水道事業 費用の構成

予算額(千円）

営 業 費 用 1,457,917

営 業 外 費 用 38,550

特 別 損 失 1,220

営業費用

1,457,917千円

97.3%

営業外費用

38,550千円

2.6%

特別損失

1,220千円

0.1%

予算額(千円）

固 定 資 産 売 却 益 10 

過 年 度 損 益 修 正 益 1,000 

●特別利益
特別利益は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した利益を計上する ものと
なっており、過年度損益修正益が約99％を占め
ています。

●営業費用
営業費用のうち原水及び浄水費は約59％を占め
ています。そのうち、約80％は受水費（県からの
水道水の購入費用）となっています。
次に減価償却費、配水及び給水費、総係費と
なっています。

●営業外費用
営業外費用のほとんどが企業債支払利息となっ
ています。

●特別損失
特別損失は事業を展開していく上で通常発生しな
いもの、例外的に発生した損失を計上するものと
なっています。
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水道事業 費用要素別構成

職員給与費

53,914千円

3.6%

施設管理費

123,188千円

8.2%

その他経費

67,940千円

4.5%

特別損失

1,220千円

0.1%

賞与引当金繰入額

4,536千円

0.3%

修繕費

69,960千円

4.7%

材料費

4,300千円

0.3%

薬品費

1,700千円

0.1%

路面復旧費

4,000千円

0.3%

動力費

60,000千円

4.0%
支払利息

38,530千円

2.6%

減価償却費

364,943千円

24.3%

資産減耗費

20,248千円

1.4%

受託工事

1,000千円

0.1%

受水費

682,208千円

45.5%

区 分 予算額（千円）

職員給与費 53,914

施設管理費 123,188

受水費 682,208

修繕費 69,960

材料費 4,300

動力費 60,000

薬品費 1,700

その他経費 67,940

路面復旧費 4,000

受託工事 1,000

賞与引当金繰入額 4,536

資産減耗費 20,248

減価償却費 364,943

支払利息 38,530

特別損失 1,220

合 計 1,497,687
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水道事業
資本的収入 （４条予算）
予定額 336,865千円

予算額(千円）

企 業 債 297,400

他 会 計 出 資 金 900

工 事 負 担 金 38,555

そ の 他 資 本 的 収 入 10

水道事業 資本的収入の構成

企業債

297,400千円

88.3%

他会計出資金

900千円

0.2%

工事負担金

38,555千円

11.5%

その他資本的収入

10千円

0.0%

●資本的収入は企業債・他会計出資金・工事
負担金・その他資本的収入で構成されてい
ます。

●資本的収入の内訳の大部分を企業債が占め
ており、次に土木建設課からの工事負担

金、
水道加入申込金、新設消火栓設置にかかる
一般会計からの他会計出資金となっていま
す。
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水道事業
資本的支出 （４条予算）
予定額 596,271千円

水道事業 資本的支出の構成

予算額(千円）

配 水 設 備 改 良 費 425,000

営 業 設 備 費 1,232

企 業 債 償 還 金 170,039

配水設備改良費

425,000千円
71.3%

営業設備費

1,232千円
0.2%

企業債償還金

170,039千円
28.5%

●資本的支出は建設改良費・企業債償還金で構成
されています。

●資本的支出の内訳ですが、配水設備改良費の
大部分を工事請負費が占め、次に企業債元金
償還金となっています。

●資本的収入額が資本的支出額に不足する額に
ついては、消費税資本的収支調整額及び減価
償却費等を原資とする損益勘定留保資金で補
填することとなります。
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水道事業 資本的支出要素別構成

委託料

47,000 千円

7.9%

工事請負費

378,000 千円

63.4%

量水器取付費

1,069 千円

0.2%

備品購入費

163 千円

0.0%

企業債償還金

170,039 千円

28.5%

区 分 予算額（千円）

委託料 47,000

工事請負費 378,000

量水器取付費 1,069

備品購入費 163

企業債償還金 170,039

合 計 596,271
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水道事業 企業債現在高の推移

（単位：百万円）

年度
平成
21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

令和
元年度

年度末
現在高

2,336 2,383 2,528 2,452 2,578 2,611 2,619 2,729 2,953 3,071 3,189 

2,000

2,100

2,200

2,300

2,400

2,500

2,600

2,700

2,800

2,900

3,000

3,100

3,200

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度

百万円

8


